
船舶事故等調査報告書 

                                   平成２３年１２月２２日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１函第２３号 

事故等種類 座洲 

発生日時 平成２３年５月１７日 ０８時３０分ごろ 

発生場所 
 

北海道浜頓別
はまとんべつ

町頓
とん

別
べつ

漁港港口付近 

 頓別港東防波堤灯台から真方位１５７°１２５ｍ付近 

（概位 北緯４５°０８.１′ 東経１４２°２３.８′） 

事故等調査の経過  平成２３年６月２１日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（函館事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第３はまとんべつ丸、１４トン 

 ＨＫ２－２１７６６（漁船登録番号）、頓別漁業協同組合 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過  本船は、船長ほか２人が乗り組み、頓別漁港内を対地速力約３ノットで

手動操舵により航行中、船長が、港口付近に入港船を視認したが、ヒトデ

駆除の目的で同港沖へ向かうことを急いでいたため、そのまま航行を続け

た。 

 船長は、港口付近で出会った入港船を避けようとして右転したところ、

平成２３年５月１７日０８時３０分ごろ港口付近の砂が堆積した浅瀬に乗

り揚げた。 

 船長は、頓別漁港港口付近に砂が堆積した浅瀬があることを認識してい

た。 

 本船は、僚船に引かれて離礁し、自力で頓別漁港へ帰港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 低潮時 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 本船は、頓別漁港を出航中、船長が、港口付近

に浅瀬があることを認識していたが、入港船を避

けようとして右転したことから、港口付近の浅瀬

に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、頓別漁港を出航中、船長が、港口付近に浅

瀬があることを認識していたが、入港船を避けようとして右転したため、

港口付近の浅瀬に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 




